
インフルエンザの流行型

インフルエンザは毎年、流行するウイルスの型が変わります。特に近年はA型2種類B

型2種類のウイルスが混在して流行しています。昨シーズンより、インフルエンザワクチ

ンは4種類のインフルエンザに対応しています

インフルエンザを軽くみては危険です！

インフルエンザの感染力は非常に強く、毎年約 1 千万人が感染しています。特に高齢者の方や呼吸器疾

患、循環器疾患、糖尿病などの基礎疾患をお持ちの方がインフルエンザに感染すると入院が必要になった

り、最悪の場合は死に至ることがあります。

インフルエンザの予防接種を受けましょう。

インフルエンザは、流行に伴う個人的・社会的損失がたいへん大きく、十分に警戒が必要な疾患です。

予防接種を行うことで、インフルエンザによる重篤な合併症や死亡を予防し、健康被害を最小限にとどめることが期待できます。

インフルエンザの合併症であるインフルエンザ脳症は子供に発症しやすいと言われています。

発熱後まもなく突然発症し、急激に悪化します。意味不明な言動、全身けいれん、意識消失、

最悪の場合死に至ります。一命をとりとめても知能障害などの後遺症が残ることもあります。

また肺炎は高齢者高率に発症します。インフルエンザで弱っている状態で肺炎にかかると、重症化し、

入院しなければいけません。インフルエンザは個人、家族、集団での対策が重要なのです。
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